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正保御国絵図 

大日本恵登呂府の標柱 

最上 徳内 近藤 重蔵 

  １８５５年（安政元年）、伊豆の下田で「日魯通好条約」が結ばれ、初めて平和裏に両国の国境線が択捉島と

ウルップ島の間に決められました。その後、１８７５年（明治８年）には「樺太千島交換条約」、１９０５年（明治３８

年）には「ポーツマス条約」が結ばれるなど北方地域の国境線は変遷を逐げましたが、北方領土は一度も外国の

領土になったことはない、日本固有の領土です。                                   

     １６３５年（寛永１２年）、北海道を支配していた松前藩は、北海道全島

及び千島、樺太を含む蝦夷地方の調査を行いました。１６４４年（正保元

年）の幕命により諸藩から提出された国絵図に基づいて、幕府が作成し

た日本総図（いわゆる「正保御国絵図」）には、「くなしり、えとほろ、うる

ふ」などの島名がはっきり掲載されています。 

 ロシア人が初めて得撫（うるっぷ）島に来て、長期滞在して越年したのは、

１７６６年（昭和３年）ですが、住民の反抗にあって翌年帰国しています。 

 その後、ロシア人は再々この方面に進出して、住民との間に衝突が絶

えない状況でした。千島へのロシアの活発な進出を知った幕府は、みず

から北方の島々の経営に本格的に取組むこととし、１７８５年（天明５年）

及び１７９１年（寛政３年）に最上徳内らを調査に派遣しました。同人は、

国後島から択捉島に渡ってロシアの南下の状況を克明に調査し、さらに

得撫島に上陸して同島以北の諸島の情勢も察知しています。 

 幕府は、国防上、千島、樺太を含む蝦夷地を直轄地として統治すること

とし、１７９８年（寛政１０年）、大規模な巡察隊を同地方に派遣しました。こ

のとき、近藤重蔵は最上徳内と共に国後島、択捉島を調査し、択捉島に

「大日本恵登呂府」の標柱を建てています。翌１７９９年から１８００年にか 

けて、近藤重蔵は高田屋嘉兵衛らとともに、再び国後島、択捉島に渡り

択捉島に本土の行政を移入、郷村制を施き、１７か所の漁場を開くととも

に幕吏を常駐させました。 

  また、航路や港の整備などにより、色丹島、国後島、択捉島の本格的

開発が始められました。 

  １７００年代の後半になると、ロシアの千島列島進出に警戒を深めた幕

府は、北方の島々の経営を本格的に取組むようになり、国後島、択捉島

を中心に最上徳内、近藤重蔵らを派遣し実地検査をおこない、択捉島に

「大日本恵登呂府」の国土標柱（左の写真）を建てると共に、択捉島及び

それより南の島々に番所を置いて外国人の侵入を防ぎ、これらの島々を

統治しました。 
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●ポーツマス条約 

 １９０５年（明治３８年）、日露戦争の結果、ポーツマ

ス条約が締結され、北緯５０度以南の南樺太が日本

の領土となりました。 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●サン・フランシスコ平和条約 

 １９５１年（昭和２６年）、日本はサン・フランシスコ

平和条約に調印しました。 

 この結果、日本は、千島列島と北緯５０度以南の

南樺太の権利、権原及び請求権を放棄しました。

しかし、放棄した千島列島に固有の領土である北

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日魯通好条約 

 １８５５年（安政元年）、伊豆下田において「日魯通

好条約」が締結されました。この条約で初めて日ロ

両国間の国境は、択捉島と得撫島の間に決められ、

択捉島から南は日本の領土とし、得撫島から北の

クリル諸島（千島列島）はロシア領として確認されま

した。 

 また、樺太は今までどおり国境を決めず両国民の

混住の地と定められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●樺太千島交換条約 

 １８７５年（明治８年）、明治政府は樺太千島交換

条約を結び、樺太を放棄する代償としてロシアから

千島列島を譲り受けました。この条約では、日本に

譲渡される千島列島の名を一つ一つ挙げています

が、列挙されている島は得撫島以北の１８の島で

あって、歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島の

北方四島は含まれていません。 

 １９４５年（昭和２０年）８月９日、ソ連は１９４１年に署名され当

時有効であった中立条約を無視して対日参戦しました。ソ連軍

が千島列島最北端の占守（しゅむしゅ）島に上陸したのは、わ

が国がポツダム宣言を受諾して連合国に降伏した８月１５日か

ら３日後の８月１８日でした。その後、ソ連軍は島づたいに南下

し、８月３１日までに千島列島の南端であるウルップ島まで占領

を完了しました。 

 更にソ連軍の別の部隊が、８月２８日に択捉島、９月１日から

９月５日までの間に国後島、色丹島及び歯舞群島のすべてを

占領してしまいました。終戦時、択捉島以南の四島には、約１

万７千人の日本人が居住していました。ソ連軍の占領により、

約半数の者は自ら脱出しましたが、それ以外の島民は、１９４７

年（昭和２２年）から１９４８年（昭和２３年）に四島から強制退去

させられ、サハリンでの抑留生活を経て、函館に送還されまし

た。 

 その後、これら北方四島は、戦後７０年以上が経過した今日

もなおロシアの法的根拠のない占領が続いています。 
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島　　名 面　　積（㎢） 備　　　　　　　　　　　　　　　考
択捉島 3,166.6 鳥取県（3,507㎢）とほぼ同じくらいの面積
国後島 1,489.3 沖縄本島（1,207㎢）より広い面積

歯舞群島 94.8 小笠原諸島（104㎢）と同じくらいの面積
色丹島 248.9 徳之島（248㎢）と同じくらいの面積

  北方領土とは、北海道の東北部の海に浮かぶ択捉島、

国後島、色丹島及び歯舞群島（多楽島、志発島、勇留島、

秋勇留島、水晶島）の４つの島々からなる地域の総称で、

北方四島と呼ぶこともあります。 

  北方領土全体の面積は５，００３㎢で、千葉県や愛知県

にほぼ匹敵する広大な面積を有しています。 

  また距離的には、根室半島東端の納沙布岬から歯舞

諸島の貝殻島までは、僅か３．７㎞しか離れておらず、羅

臼町からも国後島まで僅か２５㎞しか離れていません。 

  北方領土の島々は自然に恵まれていて、特に周辺の

海は暖流の日本海流（黒潮）と寒流の千島海流（親潮）が

交わる海域のため、水産資源に恵まれ世界有数の漁場

に数えられます。 

  北方領土は私たちの祖先が心血を注いで開拓した我が国固有の領土です。その北方領土を昭和２０

年の第二次世界大戦が終わった直後に、ソ連が一方的に占領し、日本人を追い出してソ連国民を移住

させました。 

  当時、北方領土に住んでいた約１万７千人名余りの島民のうち、約半数は命からがら自力で脱出し、

それ以外の島民は島から強制退去させられ、サハリンでの抑留生活を経て、日本に送還されました。 

  北方領土は、我が国固有の領土でありながら、戦後７０年を経た現在もロシアによる法的根拠のない

占拠が続いており、北方領土問題は、日本とロシアの大きな政治問題となっていますが、今なお、解決

の糸口すら見えていません。 

  ソ連によって不法占拠された北方領土を自分たちの手に取り戻そ

うと、返還要求の声があがったのは、昭和２０年の終戦後間もない

頃からです。 

 当時の安藤石典根室町長が、昭和２０年１２月、連合軍最高司令

官マッカーサー元帥に対し北方領土返還の陳情書を送りました。 

 これが北方領土返還運動の始まりとされています。 

  安藤石典根室町長 
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北方領土の日設定記念全国集会 

（昭和５６年 東京） 

 昭和５０年代に入り、領土問題への関心が次第に高まりを

見せる中、さらに国民世論を盛り上げて返還運動を発展させ

ようとの思いから、「北方領土の日」を制定しようという運動

が活発になりました。そして昭和５６年、政府は毎年２月７日

を「北方領土の日」として設定し、この日には、各地で大会が

開かれ、返還運動を盛り上げる取組みが行われています。 
   

全国から集まられた署名簿 

 北方領土問題への世論喚起と返還運動の普及に大きな

役割を果たしてきた署名運動は、昭和４０年に始まり、その

後、多くの人々の協力で全国に広がり、北方領土返還のシ

ンボル的な活動として着実な歩みを続けています。この全

国から集められた署名を携えて、国会に対する請願活動が

毎年行われています。   

   マッカーサー元帥への陳情がきっかけとなり、その翌年

には、元島民と根室町民を中心に安藤町長を会長とする

「北海道附属島嶼復帰懇請委員会」が誕生しました。それ

以後、この組織が母体となって北方領土返還運動が進め

られました。 

 更に、昭和22年には初めての住民大会となる「北海道附

属島嶼復帰懇請根室国民大会」が開催され、この大会で

採択された北方領土返還要求の宣言と決議は、連合軍最

高司令官や政府に送付されました。 

 また、昭和４０年代後半から４７都道府県に次々と設立さ

れた県民会議によって、全国へと北方領土返還要求の輪

が広がっています。 
戦後間もなく北方領土返還運動に立ち上がった

根室住民 
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※町内のお祭りでの署名活動 

※東京都内での署名啓発活動 

※知床峠での署名啓発活動                         ※知床峠から望む国後島 

各種イベントを通して北方領土の早期返還を訴えています。 

北方領土学習の一環として、羅臼町を訪れた修学旅行生や北方領土視察団に対し、「北方領土の語り

部」講話を行い、若年層世代に対して北方領土問題に対する認識・意識の高揚を図る活動を積極的に

行っています。 

●イベント等における北方領土返還要求署名活動 

●元島民による「北方領土の語り部」講話 
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羅臼町には、毎年たくさんの北方四島在住ロシア人が当町へ訪問し、様々な交流プログラムを通じて、

相互理解と友好を深めています。 

●ビザなし交流 

 ・表敬訪問 

 ・ホームビジット 

 ・日本文化体験 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●各大臣等の北方領土視察（羅臼町訪問） 

Ｈ２５・１１・１７ 

自民党政務調査会「領土に関する

特命委員会」視察来町                         

Ｈ２４・５・１ 

石田内閣府副大臣視察来町                         
Ｈ２７・１１・１４ 

島尻内閣府特命担当大臣（沖縄及び

北方対策）視察来町                         
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羅臼国後展望塔から望む国後島です。天気の良い日に

は目の前の国後島の雄大な姿を望めます。 

 羅臼町の中心市街地にほど近い海抜１６７m

の高台にある羅臼国後展望塔から、僅か２５ｋ

ｍしか離れていない国後島の雄大な姿が一望で

きます。 

 施設内には、北方領土問題を分かりやすく解

説した展示コーナなど設置しており、北方領土

問題の歴史的経緯など学べることができます。 

 また、平成２６年度には新たに研修室を増築

し、羅臼町の北方領土啓発施設の拠点となって

います。  

   

館内施設マップ 

北方領土問題の歴史的経緯や現在の北

方領土の様子を学べることができます。 

北方領土の現状についてパネルで解説

しています。 
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羅臼国後展望塔の屋上から望む国後島からの朝日 

室内からでも国後島が望めます。 

新たに増築した研修室。北方領土学

習などの際に使用しています。 
研修室での「北方領土の語り部」講

話の様子。 

冬の国後島と羅臼漁港 

屋上からは国後島の雄大な姿が望

めます。 



流氷とオジロワシ 

  羅臼町は世界自然遺産に指定された知床半島の

東半分を占める漁業のまちです。 

 根室海峡の豊かな海の幸と温泉に恵まれた旅情

豊かなまちです。 

 

  独立行政法人 北方領土問題対策協会 

  〒１１０－００１４ 東京都台東区北上野１－９－１２  住友不動産上野ビル９階 

  ＴＥＬ：０３－３８４３－３６３０   ＦＡＸ：０３－３８４３－３６３１ 

  ホームページアドレス http://www.hoppou.go.jp/ 

 

  羅臼町 

  〒０８６－１８９２ 目梨郡羅臼町栄町１００番地８３ 

  ＴＥＬ：０１５３－８７－２１１４（企画振興課）  ＦＡＸ：０１５３－８７－２９１６ 

羅臼湖 知床峠 

ホエールウォッチング 熊越の滝 熊の湯 

〒086-1834 北海道目梨郡羅臼町礼文町３２－１ 

ＴＥＬ ０１５３－８７－４５６０ 

■開設時間・・・ ９：００～１７：００（４月～１０月） 

          １０：００～１５：００（１１月～１月） 

           ９：００～１６：００（２月～３月） 

■休館日・・・ 月曜日・年末年始（12月31日～1月5日） 

  ※月曜日の休館については、５～１０月は除きます。 

   ※月曜日が祝日及び振替休日の場合は、翌日となります。 

■入館料・・・ 無料 


